














紹 和 6 3 年 4 円
平 成 4 年 4 月
平 成 5 年 4 月
平 成 5 年 5 貝
平 成 6 年 4 河
、
根 本 良 子 教 授 略 歴




最 終 学 歴
昭 和 4 9 年 3 月
昭 和 5 1 年 3 月
平 成 3 午 3 月
昭 和 2 0 年 4 円 2 2 日
宮 ヨ 成 L 雫
才 女 1 受
東 北 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 保 処 学 専 攻
看 護 学 コ ー ス 懐 床 実 践 看 護 学 が ん 舌 護 学 分 町
職
歴
昭 和 4 2 年 7 月
昭 和 5 0 年 3  1 ]
昭 和 5 1 年 3 月
昭 和 5 5 午  4 月
昭 和 5 8 年 4 月
東 北 芋 ヰ 完 大 学 経 済 学 都 二 訊 絲 裂 芥 学 科 卒 業
日 木 舌 護 協 会 看 護 研 修 学 校 看 護 教 員 養 成 課 程 卒 業
聖 路 加 大 学 大 学 院 看 護 学 研 究 科 修 士 課 程 修 了 ( 看 護 学 修 士 )
東 北 火 学 医 学 割 捌 Ⅱ 削 丙 1 浣 看 護 部 石 護 婦 ( 昭 和 5 0 年 2 ナ ほ で )
倒 立 癌 七 ン タ ー 看 護 婦 ( 昭 和 5 0 イ 「 6 j ほ で )
東 北 大 学 [ 父 瞭 技 術 知 期 火 学 部 看 護 学 科 助 手 ( 昭 和 弱 年 3 打 ま で )
東 北 大 学 医 学 部 附 屈 病 院 看 護 婦 印 H 和 認 年 3 貝 ま で )
宮 城 県 総 介 衛 生 学 院 棚 床 看 誰 学 科 技 術 吏 員 . 技 術 主 査
( 平 成 5 年 3 月 ま で ・ 但 し 平 成 元 年 4 j ] か ら 平 成 3 年 3 月 ま で 休 職 )
東 北 大 学 匹 学 部 病 院 管 理 学 教 室 学 部 何 究 * ( 平 成 元 年 3 1 ほ で )
来 北 大 卓 医 学 研 究 科 火 学 院 研 究 小  U 林 酔 学 敦 室 ) ( 平 成 8 午 3 1 ほ で )
山 形 大 学 医 学 部 石 護 学 科 助 手 ( 平 成 5 年 4 上 1 末 日 ま で )
山 形 県 環 境 保 他 部 匡 粲 務 課 氏 療 技 術 短 期 大 学 開 設 準 備 室 技 術 主 査
( 平 成 6 年 3 月 ま で )
山 形 火 学 氏 学 部 石 護 学 科 助 教 授 「 成 人 看 護 学 概 論 Ⅱ N 成 人 看 護 方 法 Ⅱ 」



























































社 会 に お け る 活 動
1 ) 役 職 等
・ ( 社 ) 宮 城 県 看 護 恊 会 教 育 委 貝 ( 昭 和 郭 年 1 0 月 ~ 昭 和 5 9 年 9 月 ま で )
東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 肴 護 部 敦 育 委 員 ( 昭 和 5 7 年 4 月 ~ 昭 和 5 8 年 3 H ま で )
( 社 ) 日 本 看 護 協 会 宮 城 県 支 部 仙 台 東 地 区 支 部 教 育 委 員 ( 昭 和 5 8 年 6 月 ~ 昭 和 6 1 年 5 月 ま で )
件 士 ) 日 本 看 護 協 会 宮 城 県 支 部 教 育 委 員 ( 平 成 3 年 6 月 ~ 平 成 5 年 6 月 ま で )
宮 城 肺 癌 治 療 研 究 会 運 営 委 員 ( 平 成 1 7 年 1 0 月 ~ 現 在 に 至 る )
東 北 大 学 病 院 浮 釧 泉 外 来 看 護 相 談 」 開 設 ( 平 成 1 9 年 3 月 ~ 現 在 ま で )
が 人 相 談 支 援 室 運 営 委 貝 会 委 員 ( 平 成 2 0 年 7 円 ~ 現 在 に 至 る )
2 ) 訴 訟 ・ 審 判 ・ 監 査 な ど の 担 当 実 繊
宮 城 県 警 察 か ら の 医 療 過 誤 事 件 に 関 す る 捜 査 協 力 依 頼 へ の 協 力 ( 平 成 1 6 年 7 月 ~ 平 成 1 7 年 6 月 )
県 警 捜 査 一 課 よ り 長 町 病 院 の 医 療 過 誤 事 件 ( 人 工 呼 吸 器 の 操 作 ミ ス : 平 成 1 5 年 8 月 発 生 )
医 療 過 誤 の 操 作 に 関 係 す る 事 項 に つ い て , 医 療 技 術 者 養 成 機 関 と し て の 第 三 者 的 な 立 場 か
ら の 意 見 に 関 す る 協 力 要 請 が あ り , 人 工 呼 吸 器 の 設 置 後 の 管 理 及 び 看 護 師 の 業 務 に つ い て
解 答 し た 本 医 療 事 故 に 関 し て は , 人 工 呼 吸 器 装 着 患 岩 は . 一 般 の 患 者 に 比 べ て も 細 心 の
注 意 を 打 四 て 管 理 を し な け れ ぱ な ら ず 人 工 呼 吸 器 の 取 り 扱 い も 専 門 的 な 知 識 を 要 す る 治
療 行 為 で あ る の で 医 師 に 指 導 責 任 が あ る こ と 、 看 護 師 が 危 険 防 止 の た め に 必 要 な 最 善 の 注
意 義 務 を 果 た し て 患 者 を 管 理 し て い か な け れ ば な ら な い こ と , 事 故 防 止 の 管 理 体 制 の 問 題
も 大 き く , 看 護 師 の み の 責 任 に 掃 す る こ と は で き な い と ぎ え た 趣 旨 に つ い て 述 べ た
3 ) 講 習 会 講 師
全 国 レ ベ ル の 講 習 会
日 本 船 合 研 究 所 講 習 会 講 師 ( 平 成 7 年 ~ 平 成 Ⅱ 年 . 年 1 ~ 2 回 各 2 日 問 )
手 術 室 ナ ー ス を 対 象 に し て , 東 京 , 大 阪 . 仙 台 , 盛 岡 等 の 会 場 に お い て , 「 手 術 室 に お け
る 看 護 過 程 の 実 践 と 手 術 室 独 自 の 看 護 記 録 の 方 法 」 に つ い て 理 論 と 乳 が ん 患 者 看 護 笑 践 例
を 基 に 講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク を 2 日 問 に わ た り 実 施 し た
地 方 レ ベ ル の 講 習 会
束 北 地 区 保 健 婦 , 助 産 婦 . 看 護 婦 等 実 習 指 導 者 請 習 会 講 師
印 召 和 5 8 年 ~ 昭 和 6 1 年 の 4 年 間 平 成 9 年 ~ 平 成 1 4 年 5 年 問 , 各 年 1 回 1 ~ 2  田
東 北 地 区 実 習 指 導 者 を 対 象 に 「 看 護 研 究 」 に つ い て 請 義 し , 醐 床 ナ ー ス が 実 務 を 持 ち な
が ら 看 護 の 実 践 的 研 究 を す る 上 で の , 看 護 研 究 の 基 本 的 考 え 方 及 ぴ 争 例 研 究 の 具 体 的 方 法
に つ い て 教 授 し . 受 講 生 の 醐 床 に お け る 研 究 的 態 度 の 育 成 に 努 め た
看 護 教 員 養 成 講 習 会 誠 師
価 召 和 5 8 年 ~ 昭 和 6 0 年 の 3 年 間 昭 和 6 2 年 ~ 昭 和 6 3 年 の 2 年 間 平 成 3 年 ~ 平 成 Ⅱ 年 に 至 る
ま で の  6 年 問 , 各 年 1 0 口 問 )
看 護 教 員 養 成 を Π 的 と し た 訥 習 会 で 「 看 護 の 概 念 Ⅱ 敦 育 方 法 」 「 研 究 方 法 」 に つ い て , 講
義 及 び 演 習 を 担 当 し た . 特 に 「 研 究 方 法 」 で 問 題 解 決 技 法 を 用 い た 事 例 研 究 に 焦 点 を 絞 り
臨 床 現 場 の 看 護 の 問 題 の 解 決 を 図 る 研 究 方 法 に つ い て 指 導 し た
東 北 地 区 手 術 室 看 護 研 修 会 講 師
( 平 成 3 年 ~ 平 成 3 年 に 至 る ま で の 1 0 年 間 . 年 1 回  1 日 )
東 北 地 区 手 術 室 看 護 学 会 主 催 で 手 術 室 ナ ー ス を 対 象 に し た 「 手 術 室 に お け る 看 護 過 程 」 .
「 手 術 室 に お け る 看 護 過 程 の 実 践 と 専 門 性 の 育 成 」 . 「 看 護 過 程 に 基 づ く 周 手 術 期 看 護 記 録 」
等 の テ ー マ で 周 手 術 期 看 護 の 目 標 を ふ ま え 乳 が ん 患 者 事 例 に つ い て 看 護 過 程 の 展 開 と 酒 護















































市 立 酒 田 病 院 看 護 部 訥 演 ( 平 成 1 0 年 )
看 護 職 員 全 貝 を 対 象 と し て , 看 護 学 生 に 対 す る 「 看 護 過 程 の 指 導 方 法 の 能 力 の 向 上 の た
め に 」 , ヘ ン ダ ー ソ ン の 看 護 理 論 に 基 づ く 着 護 過 程 の 展 開 と 記 録 の 指 導 方 法 を , 具 体 的 事 例
を も と に し て 誰 綻 し た
八 戸 赤 十 字 病 院 酒 護 部 研 修 会 ( 乎 成 1 0 年 )
「 看 護 記 録 コ ー ス 」 研 修 会 に お い て , 看 護 の 規 A で の 恬 報 収 染 , ア セ ス メ ン ト 能 力 の 向 _ ト
具 体 的 で 実 現 可 能 な 看 護 目 標 の 設 定 、 計 画 立 案 , 評 価 能 力 を 腰 く 亊 を 目 指 し て . 講 義 を お
こ な っ た
山 形 市 立 済 生 館 病 院 看 護 婦 研 修 ( 平 成 1 0 年 )
個 別 性 の あ る 質 の 高 い 舌 護 を 提 供 す る 能 力 を 養 う 事 を 目 標 と し て . 事 例 を 通 し て 看 護 過
程 の 実 殿 能 力 を 身 に つ け る 為 の 講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク を お こ な い , 看 護 職 員 の 承 護 実 銭 へ
の 愆 欲 を 高 め 、 そ の 能 力 の 啓 発 に 努 め た
市 立 油 田 病 院 毛 設 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
看 護 職 員 全 員 を 対 象 と し て 「 フ ォ ー カ ス チ ャ ー テ ィ ン グ と は 」 , 「 当 院 の 看 護 記 録
( S O A P ) を フ ォ ー カ ス チ ャ ー テ ィ ン グ で 書 く と ど の よ う に な る の か 」 .  f 各 病 棹 に お け る
看 護 記 録 上 の 問 題 点 を 解 決 す る 」 Ⅲ を 目 標 と し て , 講 義 及 び グ ル ー プ ワ ー ク に よ る 研 修
を お こ な っ た
国 立 療 養 所 宮 城 病 院 看 護 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
臨 床 の 場 に お け る 看 護 研 究 能 力 の 向 上 を 目 指 し て , 特 に 「 事 例 研 究 」 に つ い て の 具 体 的
講 襲 を お こ な っ た
仙 台 徳 州 会 病 院 酒 護 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
看 護 研 究 に 取 り 組 む 前 段 階 と し て の 研 修 の 講 師 を 努 め 舌 護 職 貝 の 看 護 研 究 へ の 意 欲 を 喚
起 す る こ と に 努 め た
仙 北 地 区 三 病 院 合 同 研 修 会 講 師 ( 平 成 1 1 年 8 月 ~ 1 2 月 . 7  回  7 日 問 )
宮 城 県 仙 北 地 区 中 核 病 院 設 置 に 向 け て , 築 館 , 若 柳 , 栗 駒 の 三 病 院 の 臨 床 の 看 護 者 を 対
象 と し て , 「 看 護 過 程 を 理 解 し , 看 護 が 見 え る 看 護 記 録 を 目 指 し て 」 を テ ー マ と し て 講 義
グ ル ー プ ワ ー ク を お こ な い 現 場 看 護 者 の 看 護 実 践 と 記 録 能 力 向 上 に 努 め た
東 北 大 学 付 属 病 院 看 護 部 研 修 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
東 北 大 病 院 看 護 部 卒 後 研 修 の 一 環 と し て , 卒 後 三 年 目 の 看 護 師 を 対 象 と し て 看 護 実 践 に
看 護 理 論 を 活 用 す る 能 力 を 養 う 目 的 で , 講 師 の 酒 護 実 鑛 か ら 導 か れ た 酒 護 観 , 看 護 理 論 概
説 を 基 に し て グ ル ー プ ワ ー ク で 各 自 の 活 護 に つ い て デ ィ ス カ ッ シ ヨ ン 形 式 で 授 業 を お こ な
い 、 受 講 生 の 看 護 観 の 確 立 を 援 助 し た
宮 城 県 看 護 協 会 石 巻 支 部 研 修 会 ( 平 成 1 2 午 )
酒 護 者 の 日 頃 の 看 護 を 見 つ め な お す た め に 「 看 護 論 」 に つ い て 、 講 師 の 実 践 的 舌 護 観 を
中 心 と し た 講 義 を お こ な っ た
宮 城 県 看 護 協 会 石 巻 支 部 研 修 会 ( 平 成 1 2 年 )
酒 護 過 程 の 基 本 を 理 解 し 、 現 在 の 看 護 記 録 を ふ り か え り , 看 護 が 見 え る 記 録 を 目 指 し て
講 義 を お こ な い 、 受 講 者 の 日 頃 の 疑 問 の 解 決 を 図 り , 看 護 記 録 に 対 す る 具 体 的 方 法 の 理 解
に 努 め た
東 北 公 済 病 院 看 護 部 研 修 会 ( 平 成 1 2 年 )
卒 後 5 年 目 看 護 婦 研 修 と し て 「 P O S ・ 看 護 診 断 ・ オ レ ム の セ ル フ ケ ア 不 足 舌 護 理 論 売 基
盤 と し た 事 例 研 究 会 」 発 表 会 の 講 師 と し て 講 評 を お こ な っ た
東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 看 護 部 研 修 会 講 師
( 平 成 1 3 年 6 月 初 旬 及 び 上 句 の 2  回  2 日 問 )
卒 後 2 年 目 看 護 婦 4 5 名 を 対 象 と し て 対 象 患 者 に 対 す る 臨 床 看 護 能 力 の 向 上 を 目 指 L て 事







































































重 症 破 傷 風 の 一 症 例 を 経 ' 験 し て
菊 地 喜 美 代 , 三 沢 君 江 , 根 本 良 子 , 山 下 令 子 , 松 崎 美 恵 子 , 昭 和 5 6 年 1 月 ,
I C U  と  C C U 1 9 8 1 年 臨 時 増 刊 号 ( 医 学 図 書 出 版 ) ( 1 2 5 - 1 2 6 頁 )
大 学 病 院 集 中 治 療 室 に 入 院 し 死 の 転 帰 を た ど っ た 事 例 に 対 し , 集 中 的 に
呼 吸 ・ 循 環 管 理 を 実 施 し た 時 期 に 焦 点 を あ て 后 護 実 践 に 関 し て 検 討 ' し た
そ の 結 果 , 吸 引 時 の 清 潔 操 作 , 理 学 療 法 の 工 夫 , 緻 密 な 症 状 の 観 察 , 栄 養 ,
全 身 保 清 , 樗 癒 予 防 , 完 全 な 創 処 置 , 家 族 に 対 す る 積 極 的 な 精 神 面 へ の 援
助 の 重 要 性 が 明 ら か に な っ た
3 . 心 臓 手 術 を 受 け る 患 者 の 術 前 , 術 中 , 術 後 の 継 続 的 な 看 護 実 習 に 於 け る 学 習
効 果 に つ い て
根 本 良 子 , 遠 藤 チ エ . , 松 田 み ち 子 , 成 瀬 真 理 子 , 伊 藤 尚 子 , 昭 和 5 6 年 1 0 月 ,
第 1 2 回 看 護 教 育 学 会 集 録 ( 1 2 7 - 1 3 0 頁 )
心 、 臓 手 術 を 受 け る 患 者 の 看 護 実 習 に 於 け る 学 習 効 果 に つ い て 継 続 的 受 持
ち 実 習 を 展 開 し , 医 療 短 大 3 年 次 の 看 護 学 生 3 6 名 に 対 し ア ン ケ ー ト 調 査 を
実 施 し た 結 果 . 学 習 の 効 果 と し て 1 _ 患 者 の 個 別 的 な 看 護 の 必 要 性 の 理 解
の 深 ま り , 2 _ 患 者 ・ 家 族 と の 信 頼 関 係 の 成 立 , 3 . 手 術 を 受 け る 患 者 へ
の 看 護 の 知 識 と 技 術 の 統 合 化 , 4 . 手 術 侵 襲 を 理 解 し 術 後 の 看 護 へ の 活 用 ,
5 . 看 護 の 道 へ の 動 機 ず け 等 が 得 ら れ た
4
臨 床 実 習 に 於 け る 実 習 内 容 と 学 習 意 欲 に 関 す る 研 究 ( そ の 1 )
大 槻 静 子 , 伊 藤 尚 子 , 仲 光 靜 子 , 金 野 マ サ 子 , 太 田 泰 子 , 加 藤 美 智 子 , 根 本
良 子 , 昭 和 5 6 年 1 0 月 , 第 1 2 回 看 護 教 育 学 会 集 録 ( 5 8 - 6 2 頁 )
臨 床 実 習 に お け る 実 習 内 容 と 意 欲 に 関 し て 短 大 看 護 学 科 2  ・ 3 年 生 1 4 5
名 を 対 象 に 実 習 終 了 後 ア ン ケ ー ト 調 査 ( そ の  1 ) を 実 施 し た . そ の 結 果 ,
看 護 計 画 立 案 9 7 % , 実 践 釘 % , 評 価 9 7 % の 学 生 が で き た と 答 え た . で き な
か っ た 学 生 の 理 由 は , 計 画 立 案 に 関 し て は , 立 案 方 法 の 理 解 不 足 , 計 画 の
不 適 切 性 実 践 に 関 し て は , 計 画 の 理 解 不 足 , 実 践 内 容 の 不 十 分 さ ,  M 評
価 に 関 し て は , 評 価 基 準 や 意 味 の 理 解 不 足 と い う 結 果 が 得 ら れ た
5
2 か 月 児 の 先 天 性 大 動 脈 縮 搾 症 を 経 験 し て
一 厳 し い 循 環 管 理 下 に 於 け る 呼 吸 器 雜 脱 成 功 例 一
新 田 サ キ 子 , 根 本 良 子 , 小 笠 原 喜 美 代 , 奥 1 」 _ 俳 己 美 子 , 美 W 毎 栄 子 , 昭 和 5 7 年 1 0
月 , 第 1 3 回 小 児 看 護 学 会 集 録 ( 5 7 - 6 0 頁 )
生 後 5 1 日 目 に 先 天 性 大 動 脈 縮 搾 症 に よ り 緊 急 手 術 を 受 け , 人 工 呼 吸 器 雜
脱 困 難 を 呈 し な が ら も 2 力 月 後 に 退 室 で き た 低 体 重 児 の 看 護 内 容 に つ い て
検 討 し た 結 果 , 低 体 重 児 の 術 後 の 看 護 の 原 則 と し て 酸 素 消 費 量 の 増 加 を 防



































41 2 . 心 臓 手 術 患 者 の 術 前 , 術 後 の 消 極 的 感 情 調 節 的 コ ー ピ ン グ
一 術 後 回 復 へ の 影 響 に つ い て 状 態 不 安 と 媒 介 因 子 に よ る 分 析 一
が ん 等 で 手 術 を 受 け る 成 人 患 者 5 1 名 を 対 象 と し て 術 前 3 日 前 と 手 術 前
日 の 2 時 点 に お け る 心 J 里 伏 態 を 把 握 す る た め に 状 態 不 安 と 客 観 的 な 生 理 的
な 指 標 と し て の 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン を 測 定 し , 経 時 的 動 態 と , 術 前 の 不
安 に 影 郷 す る と 老 え ら れ る 心 理 ・ 身 休 的 因 子 に つ い て 検 討 し , 次 の よ う な
結 果 を 得 た
1 . 約 7 0 % の 症 例 は , 乎 術 前 の 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン と 状 態 不 安 と は , 平
行 し た 動 き を 示 し た
2 . 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン 値 と 状 態 不 安 値 が 手 術 3 Π 前 に 比 較 し て 乎 術 前
日 に 共 に 低 下 し て い た 群 は 手 術 受 容 度 が 最 も 高 く , 共 に 上 昇 し た 群 は 手
術 受 容 度 が 低 か っ た
3 . 尿 中 カ テ コ ー ル ア ミ ン 値 並 び に 状 態 不 安 値 は _ 患 者 の 手 術 前 の 身 体 的 ,
心 理 的 な 不 安 状 態 を 推 測 す る 指 標 と な り , こ れ ら の 値 は 手 術 の 受 容 度 と
関 連 す る
1 3 . 根 本 良 子 著 , 平 成 1 2 年 5 月 , 束 北 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学 部 紀 要 9 巻 2 号 ( 1 釘 、
1 9 8 頁 )
心 賊 手 術 を う け る 2 4 名 の 成 人 患 者 を 対 象 と し て 消 極 的 感 情 調 節 コ ー
ビ ン グ の 使 用 と 術 後 回 復 へ の 影 響 に つ い て 検 討 し た コ ー ピ ン グ に 関 し て
は , 参 加 観 察 法 と 半 構 成 的 面 接 法 で , 状 態 不 安 と 術 後 の 回 復 に つ い て は 是
的 な 方 法 で 調 査 し た 結 果 消 極 的 感 情 コ ー ピ ン グ は 心 理 的 緊 張 を 緩 和 さ せ 術
後 の 回 復 に 良 い 影 響 を 及 ぼ す 傾 向 が み ら れ た
1 4
看 護 学 生 の 「 脳 死 判 定 」 と 「 臘 器 移 植 」 に 関 す る 意 識 朋 査
小 林 光 樹 , 淺 沼 良 子 , 斎 藤 ひ ろ み , 杉 山 敏 子 , 柏 倉 栄 子 . 菊 地 史 子 , 平 成 1 2
年 5 打 , 東 北 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学 部 紀 要 9 巻 2 号 ( 7 5 - 1 8 0 頁 )
学 生 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い , 臓 器 移 植 や 脳 死 判 定 な ど 先 端 医 療 に 関 す
る 調 査 を 行 な っ た
1 5
看 護 計 画 の 提 示 を 効 果 的 に 進 め る た め に
一 患 者 の 意 想 ' 夬 定 を 支 え る 援 助 と 患 者 満 足 度 を 調 査 し て ー
堤 崎 洋 子 , 横 尾 み ど り 广 浅 沼 良 子 , 平 成 1 2 年 1 0 月 , 第 3 1 回 看 護 管 理 学 会 集 録 集
生 活 習 慣 病 の 男 性 患 者 3 1 名 を 対 象 と し て , 看 護 計 画 を 提 示 , 共 有 し _ 患
者 の 意 思 決 定 を 支 え る 看 護 計 画 の 看 護 援 助 の 評 価 , 満 足 度 の 3 点 に つ い て
ア ン ケ ー ト 調 査 を し た . そ の 結 果 患 者 の 意 思 決 定 を 支 え る 看 護 援 助 に よ り




































61 9 . 手 術 室 に お け る シ ン グ ル ユ ー ス 器 材 ( S U D ) 再 使 用 の 滅 菌 面 で の 安 全 性 に つ
い て の 検 討
笹 森 結 希 . 犬 飼 美 保 、 淺 沼 良 子 , 平 成 1 4 年 1 0 月 , 第 1 6 回 日 本 手 術 看 護 学 会 集
録 集 ( 7 1 - 7 4 )
総 合 病 院 手 術 室 で 再 使 用 し て い る 再 滅 菌 後 の S U D を 対 象 と し て
感 染 の り ス ク 分 類 及 び 細 菌 培 養 す る こ と に よ っ て , 滅 菌 面 で の 安 全 陛 を
検 証 し た 結 果 , 使 用 頻 度 の 高 い 腹 鏡 下 手 術 で 使 用 さ れ る S U D , 人 工 呼 吸 器
あ る い は 気 道 確 保 に 使 用 す る S U D , 自 動 縫 合 器 本 体 の S U D  は , 感 染 の り
ス ク 評 価 分 類 で は , 大 半 が 高 り ス ク 群 に 属 し て い た が S C D 上 P 培 地 に よ る
細 菌 培 養 で は 、 菌 の 増 殖 は み ら れ ず 滅 菌 面 に お い て の 安 全 性 は 確 認 で き
た
Ⅲ
調 査 報 告 書
1 . 心 臓 手 術 を 受 け た 患 者 の 術 前 ス ト レ ス と 手 術 克 服 過 程
一 神 f 前 各 時 期 の ス ト レ ス の 特 徴 及 び 援 助 の 実 際 一
根 本 良 子 著 . 昭 和 5 7 年 4 月 , 日 本 看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 創 立 1 0 周 年 記 念 誌
( 1 9 - 2 4 頁 )
心 臓 手 術 を 受 け た 患 者 の 手 術 に 伴 う ス ト レ ス と そ の 援 助 に つ い て , 心 臓
手 術 を 受 け た 患 名 戈 3 名 に 対 し て 退 院 時 に 面 接 調 査 し た 結 果 , 術 前 の ス ト レ
ス は , 死 の 不 安 , 経 済 ・ 血 液 確 保 の 問 題 , 身 体 症 状 , 検 査 時 の 苦 痛 , 人 間
関 係 に 関 す る も の が あ り , 精 神 的 な 問 題 に つ い て は 医 療 者 と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン が 成 立 し て い な い た め 援 助 を 受 け て い な か っ た
2
I C U  に 於 け る 重 症 感 染 症 対 策 ( カ ン フ ァ ラ ン ス )
林 圭 子 , 松 川 周 , 佐 藤 延 子 , 根 本 良 子 , 三 沢 君 枝 , 松 1 崎 美 恵 子 , 小 笠 原
喜 美 代 , 山 下 令 子 , 昭 和 5 7 年 4 月 , 看 誰 技 術 2 8 巻 5 号 メ デ ィ カ ル 出 版 社 四 0 ・
1 0 0 頁 )
大 学 病 院 集 中 治 療 室 に 入 室 し , 死 の 転 帰 を た ど っ た 重 症 破 傷 風 事 例 の 看
護 に 焦 点 を あ て , 1 C U に お け る 重 症 感 染 症 対 策 に つ い て , 婦 長 , 看 護 婦 ,
医 師 で カ ン フ ァ レ ン ス を 実 施 し た . 疫 が 粘 調 で 多 量 な 状 態 に お け る 人 工 呼
吸 器 装 着 に よ る 肺 合 併 症 予 防 , 頻 脈 と 血 圧 の 著 し い 変 動 や 末 梢 循 環 不 全 に
対 す る 循 環 管 理 に つ い て 検 討 し た 結 果 , 1 . 無 菌 操 作 , 2 . Ⅳ H の 管 理 , 3 . 峪








































終 末 期 患 者 の 心 身 の 苦 痛 に 関 す る 緩 手 畷 台 療 ・ ケ ア 実 態 調 査 一
一 般 病 棟 と ホ ス ピ ス 病 棟 の 比 較 一
淺 沼 良 子 , 柳 原 真 知 子 , 菊 地 史 子 , 河 本 亜 希 子 , 平 成 1 3 年 8 月 , 財 団 法 人 笹
川 医 学 医 療 研 究 財 団 平 成 1 2 年 度 ホ ス ピ ス ケ ア に 関 す る 研 究 助 成 に よ る 報 告
書 ( 6 7 ー フ 6 頁 )
一 般 病 棟 と ホ ス ピ ス 病 棟 で ケ ア を 受 け て い る 終 末 期 患 者 9 名 を 対 象 と し
て , お よ そ 5 0 日 問 わ た る 参 加 観 察 法 と 看 護 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た
結 果 , 一 般 病 棟 に 比 べ ホ ス ピ ス 病 棟 で は 患 者 の 死 の 予 測 を き め 細 か く ぉ こ
な い , 心 身 両 面 で の ア セ ス メ ン ト に よ る 緩 和 ケ ア に よ り ' 患 者 の 防 左 立 ち 」
の 準 備 を 家 族 と 共 に お こ な っ て い た
8 .  A L S 等 神 経 難 病 の 緩 和 ケ ア ・ 終 末 医 療 に 関 す る 調 査
石 上 節 子 , 伊 藤 道 哉 , 小 原 る み 、 遠 藤 慶 子 , 大 里 る り , 根 本 良 子 , 菊 地 史 子 ,
中 島 孝 , 今 井 尚 志 , 葛 原 茂 樹 , 平 成 1 7 年 1 月 , 平 成 1 7 年 度 美 慌 台 性 疾 , 患 克 服
研 究 事 業 「 特 定 疾 患 患 者 の 生 活 の 質 の 向 上 に 関 す る 研 究 」 班 報 告 会
厚 生 労 働 医 政 局 総 務 課 が 実 施 ( 2 0 0 3 3 実 査 ) の 「 終 末 期 医 療 の 調 査 」 と
リ ン ケ す る 形 で ,  A L S 等 神 経 難 病 の 緩 和 ケ ア ・ 終 末 医 療 に 関 す る 調 査 を
神 経 難 病 領 域 の 医 師 3 2 6 名 ・ 看 護 師 7 2 0 名 に 実 施 し た 結 果 .  A L S 等 神 経 難
病 の 緩 和 ケ ア ・ 終 末 医 療 は , 必 要 で あ る が , 既 存 の 緩 和 ケ ア 病 棟 を 利 用 す
る こ と は 困 難 で あ り , 新 た な 施 設 基 準 や 診 療 報 酬 の 設 定 が 緊 急 の 課 題 で あ
る こ と が 示 唆 さ れ た
9
Q O L 向 上 に 関 す る 尊 厳 の 保 持 要 因 に つ い て の 調 査 研 究
石 上 節 子 , 伊 藤 道 哉 , 小 原 る み , 遠 藤 慶 子 , 大 里 る り , 根 木 良 子 , 菊 地 史 子 ,
葛 原 茂 樹 , 中 島 孝 , 今 井 尚 志 , 平 成 1 8 年 1 月 , 平 成 1 8 年 度 ま 偵 台 陛 疾 患 克 服
研 究 事 ' 業 「 特 定 疾 患 患 者 の 生 活 の 質 の 向 上 に 関 す る 研 究 」 班 報 告 会
尊 厳 に つ ぃ て 改 め て 問 い 直 し , 具 体 的 な ケ ア の 実 施 , 向 上 に つ な が る 項
目 を 抽 出 す る た め に , 全 国 ホ ス ピ ス ・ 緩 和 ケ ア 協 会 A 1 6 3 施 設 の 看 護 師 を
対 象 に 「 尊 厳 」 保 持 要 因 に か ん す る 調 査 を 実 施 し た . 「 尊 厳 」 保 持 要 因 に
つ い て , 回 答 者 の 半 数 以 上 が , 重 要 と し て い た . 日 常 業 務 の 中 で , 「 尊 厳 」
が 保 持 で き な い 理 由 と し て は , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 困 難 , 症 状 マ ネ ー ジ











































手 術 を 受 け る , 患 者 の 看 護 実 習 指 導 に 関 す る 研 究
一 患 者 理 解 を 進 め る た め の 指 導 方 法 の 検 討
根 本 良 子 , 岩 浅 農 也 , 昭 和 6 1 年 8 月 , 第 1 7 回 看 護 教 育 学 会
3 年 次 の 成 人 外 科 実 習 を 行 っ た 学 生 1 0 名 に 対 し , 学 生 , 教 員 相 互 の 情 緒 的 支
持 関 係 の 中 で の 振 り 返 り 学 習 を 取 り 入 れ た 実 習 を し た こ と に つ い て ア ン
ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 結 果 , 1 . 感 情 表 出 に よ る 自 己 洞 察 , 2 一 患 者 の 気 持
ち へ の 接 近 , 3 , 効 果 的 な 看 護 実 践 へ の 意 欲 が は か ら れ た
6
筋 肉 注 射 に 関 す る 看 護 テ キ ス ト の 検 副
高 橋 み や 子 , 石 井 ト ク , 根 本 良 子 , 押 田 茂 實 , 昭 和 6 2 年 1 2 打 , 第 7 回 日 本 看
護 科 学 学 会
筋 肉 内 注 射 に 関 す る 看 護 技 術 の テ キ ス ト に つ い て の 記 述 内 容 に 関 し , 教
科 書 , 参 考 書 , 翻 訳 書 の 計 2 2 種 に つ い て 検 討 し た 結 果 , 昭 和 5 1 年 日 本 小 児
科 学 会 筋 拘 縮 委 員 会 及 び 日 本 整 形 外 科 学 会 提 言 内 容 に 基 づ く も の 2 2 件 中
1 件 ご 注 射 部 位 に 関 す る 記 述 や 図 写 真 な ど に 誤 り が あ る も の 8 件 , 誤 解 を
招 き 易 い 記 述 が 8 件 で あ っ た
C T 写 真 解 析 に よ る 注 射 部 位 の 検 討 一 殿 部 筋 肉 内 注 射
高 橋 み や 子 , 根 本 良 子 ' 石 井 ト ク , 押 田 茂 實 , 昭 和 6 3 年 1 2 月 , 第 8  回 日 本 看
護 科 学 学 会
唇 部 筋 肉 内 注 射 部 位 を 検 討 す る た め に 大 学 病 院 の 病 理 解 剖 1 6 例 , 法 医 解
剖 1 6 例 に つ い て 前 方 殿 部 注 射 部 位 の 皮 下 組 織 と 筋 肉 の 厚 さ の 平 均 値 を 比
較 し た 結 果 , 男 性 で は 皮 下 組 織 の 厚 さ の 差 は な く , 筋 肉 の 厚 さ で は 病 理 解
剖 平 均 2 . 5 C m , 法 医 解 剖 平 均 3 9 C m  と 差 が み ら れ , 女 性 で は ほ と ん ど な か っ
た . 腰 部 X 線 C T 写 真  1 2 5 例 の 検 討 の 結 果 成 人 で は , 前 方 殿 部 注 射 部 位 の
ほ う が ク ラ ー ク の 部 位 よ り も 皮 下 組 織 は 薄 く , 筋 肉 は 厚 か っ た
7
看 護 婦 の 職 業 継 続 意 志 に 関 す る 研 究
藤 原 朋 子 , 高 橋 み や 子 , 松 坂 真 砂 子 , 斉 藤 カ ツ 子 , 根 本 良 子 , 大 場 信 子 ,
菅 原 衣 , 板 垣 恵 子 , 作 山 美 智 子 , 小 林 淳 子 , 大 村 正 子 , 加 藤 美 知 子 , 猪 股
千 代 子 , 昭 和 6 3 年 9 月 , 第 1 9 回 看 護 管 理 学 会
基 礎 ' 佳 続 教 育 を 行 う 際 の 示 唆 を 得 る た め に , 看 護 婦 の 職 業 継 続 と そ れ
を 支 え て い る 因 子 に 関 し , 宮 城 県 内 の 病 院 看 護 職 員 を 対 象 と し て . ア ン
ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 結 果 , 看 護 職 を 続 け る 支 え と な っ て い る も の と し
て _ 患 者 や 家 族 に 感 謝 さ れ 役 に 立 っ た と い う 体 ' 験 と 患 者 や 家 族 と の 人 間 関









































旧 市 街 地 に お け る 高 齢 者 の 集 う 場 の 構 成 要 因
星 野 明 子 , 根 本 良 子 , 平 成 Ⅱ 年 6 月 , 第 2 回 日 本 地 域 看 護 学 会
旧 市 街 地 に お け る 高 齢 者 の 集 う 場 所 を 対 象 に , そ の 場 を 構 成 す る 要 因 を
明 ら か に し , 高 齢 者 の た め の 生 活 環 境 の 支 援 方 法 を 考 察 す る こ と を 目 的 に
参 加 観 察 を 用 い て 分 析 し た
結 果 : 「 店 の 要 因 」 と し て  1 ) 店 の 環 境 2 ) 出 会 い 3 ) 主 人 の 3  つ で 構
成 さ れ 「 来 店 者 の 行 動 の 様 子 と 役 割 」 は  1 ) 集 う 2 ) 交 換 す る  3 ) 休 む 4 )
役 割 を 担 う の 4 つ で 構 成 さ れ て い た 主 人 と 老 人 の 常 連 客 は 立 地 条 件 と 集 ま
る 要 因 を も っ た T 店 に お い て 昔 な が ら の 近 所 付 き 合 い に あ る 各 々 を 支 え
ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 展 開 し て い た
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下 肢 の 骨 ' ・ 関 節 の 手 術 を う け る , 患 者 の 術 前 . 術 後 の ス ト レ ス 体 験
一 術 前 の 歩 行 機 能 と 状 態 不 安 の 変 化 と 関 連 一
鈴 木 珠 美 , 浅 沼 良 子 、 平 成 1 0 年 8 月 , 第 2  回 北 日 本 看 護 学 会
下 肢 の 骨 ・ 関 節 の 手 術 を 受 け る 患 者 4 3 名 の 成 人 患 者 を 対 象 下 肢 の 骨 ・ 関
節 の 手 術 を 受 け る 患 者 4 3 名 の 成 人 患 者 を 対 象 と し て 術 前 , 術 後 の ス ト レ ス
体 験 を 半 構 成 的 面 接 法 で , 歩 行 行 機 能 と 状 態 不 安 の 推 移 を 量 的 に 把 握 し 検
討 し た 結 果 , ス ト レ ス 体 験 は 術 前 , 術 後 と も に 痛 み .  A D L 低 下 に 関 す る
も の が 多 く の 状 態 不 安 は 術 後 も 高 い 傾 向 に あ っ た
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両 眼 の 白 内 障 手 術 を 受 け る 高 齢 , 患 者 の 術 前 の 不 安 ・ 心 配 の 体 験 と コ ー ピ ン グ
一 第 1 回 と 第 2 回 の 手 術 の 比 較 を 通 し て ー
上 田 由 美 子 , 淺 沼 良 子 , 池 田 み よ , 平 成 1 1 年 8 河 , 第 3 回 北 日 本 看 護 学 会
両 眼 の 白 内 障 手 術 を う け る 高 齢 患 者 1 4 名 を 対 象 と し て 術 前 の ス ト レ ス
体 験 と コ ー ピ ン グ を 第 1 回 と 第 2 回 の 手 術 前 に 半 構 成 的 面 接 法 で , 状 態 不
安 は 術 前 2 回 , 退 院 時 1 回 , 更 に 媒 介 因 子 に つ い て 調 査 し た . 研 究 し た 結
果 , 第 1 回 術 前 は 痛 み や 視 力 回 復 等 , 第 2  回 術 前 は 痛 み , 苦 痛 等 の ス ト レ
ス 体 . 験 が あ り 第 1 回 , 第 2 回 術 前 に , そ の 対 処 法 に つ い て の 説 明 が 必 要 で
あ る 事 が 明 ら か に な っ た
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滅 菌 物 の 包 装 材 料 ・ に 不 織 布 を 使 用 す る 場 合 の 検 討
一 不 織 布 の 組 み 合 わ せ の 選 択 と 威 菌 有 効 期 限 一
長 澤 ゆ か り , 秩 父 千 春 , 士 井 静 子 , 島 影 美 知 子 . 浅 沼 良 子 , 平 成 1 2 年 Ⅱ 阿 ,
平 成 1 2 年 度 北 海 道 ・ 東 北 地 区 看 護 研 究 学 会
中 央 材 料 室 で 保 有 す る セ ッ ト の 包 装 に 包 装 用 不 織 布 を 選 択 し ' 実 . 験 用 小
セ ッ ト を 作 成 し 滅 菌 後 3  ケ 月 毎 , 1 5 ケ 打 問 の 滅 菌 状 態 を 確 認 で き た の で ,





































癌 告 知 後 の 患 者 の 認 識 の 変 化 一 告 知 直 後 と 1 ケ 月 後 の 比 較 よ り
龍 島 美 紀 , 佐 藤 満 里 子 , 鈴 木 美 奈 子 , 斎 藤 明 美 , 淺 沼 良 子 , 宮 澤 弥 生 , 伊 藤
美 由 紀 , 平 成 1 3 年 Ⅱ 月 , 第 2 5 回 日 本 死 の 醜 床 研 究 会 年 次 大 会
肺 癌 告 知 後 の 2 0 名 の 患 、 者 を 対 象 と し て , 告 知 直 後 と  1 ケ 月 後 の 2  回 聞 き
取 り 調 査 を お こ な い , 患 者 の 認 、 識 の 変 化 を と ら え 比 較 し た . そ の 結 果 ,
壬 ヒ
知 直 後 は 「 予 測 通 り 」 「 前 向 き 」 が 最 も 多 く , 次 い で 「 衝 浮 」 「 生 命 へ の 脅 威 」
等 で あ っ た が , 1 ケ 月 後 は  P 前 向 き 」 「 予 測 通 り 」 が 更 に 多 く な り , ほ と ん
ど の 患 者 が 告 知 の 事 実 を 肯 定 的 に 受 け 止 め よ う と し て い た . し か し , 告 知
後 に 治 療 が 進 ま な か っ た 患 者 は 認 識 が 否 定 的 に 変 化 し て お り , 強 力 な 心 理
的 サ ポ ー ト が 必 要 で あ る 事 が 示 唆 さ れ た
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学 生 が 経 ' 験 し た 事 例 に 関 す る 看 護 理 論 活 用 の 傾 向
宮 澤 弥 生 , 伊 藤 美 由 紀 , 根 本 良 子 , 平 成 1 6 年 7 月 , 第 N 回 日 本 看 護 教 育 学 会
看 護 短 大 3 年 生 6 8 名 を 対 象 と し て 受 け 持 ち 事 例 に つ い て の 疑 問 や 課 題
の 解 決 を 区 1 り 看 護 を 考 え る 事 を 目 的 と し て グ ル ー プ 学 習 と 個 人 学 習 の 組 み
合 わ せ に よ る 授 業 を 実 施 し ア ン ケ ー ト 調 査 を し た . そ の 結 果 学 生 の 実 習 体
験 と 理 論 を 結 び つ け ら れ る 3 年 次 後 半 と い う 時 期 の 設 定 は 有 効 で あ り , グ
ル ー プ 学 習 と そ の 後 の 個 人 学 習 と い う 段 階 的 な 学 習 に よ り 実 習 体 験 の 中 に
看 護 理 論 を 取 り 入 れ , 疑 問 や 課 題 を 解 決 し よ う と す る 学 習 の 深 ま り が 得 ら
れ た
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イ ン ス リ ン 療 法 を 受 け 入 れ ら れ な い 患 者 に 対 す る 危 機 理 論 を 用 い た 患 渚 孝 文 育
小 原 美 佐 子 , 梅 本 佳 奈 , 千 葉 ま さ 子 , 鈴 木 真 理 子 , 浦 山 笑 佳 , 根 本 良 子 ,
柏 倉 栄 子 , 平 成 1 6 年 8 月 , 第 8  回 北 日 本 看 護 学 会 学 術 集 会
2 型 糖 尿 病 で 教 育 入 院 と り , イ ン シ ュ リ ン 療 法 を 受 け 入 れ ら れ ず , 心 理
的 に 危 機 状 況 に あ る と 考 え ら れ た 患 者 に 対 し て , [ フ ィ ン ク の 危 機 理 論 を
参 考 に 患 者 の 心 理 状 態 を 分 析 し 各 段 階 に 応 じ た 看 護 教 育 的 関 わ り を 実 施 し
た . そ の 結 果 _ 患 者 は , 次 第 に 看 護 者 に 心 を 開 き イ ン シ ュ リ ン 注 射 を 受 け
入 れ , 継 続 す る と い う 行 動 の 変 容 が み ら れ る よ う に な っ た
成 人 看 護 学 急 性 期 実 習 に お け る 学 生 の 実 習 へ の 達 成 感 と そ の 理 由
伊 藤 美 由 紀 , 柏 倉 栄 子 , 根 本 良 子 , 平 成 1 6 年 7 月 , 第 1 4 回 日 本 看 護 教 育 学 会
看 護 短 大 3 年 生 で 成 人 看 護 学 急 性 期 実 習 4 週 間 ( 4 単 位 ) を 行 っ た 7 2 名
を 対 象 と し て 「 振 り 返 り レ ポ ー ト 」 か ら 自 習 達 成 感 と そ の 理 由 を 抽 出 し
た . そ の 結 果 達 成 感 が 高 い も の は 7 0 % を 占 め そ の 理 由 と し て は , 「 周 手 術
期 の 特 徴 の 理 解 」 , 「 精 袖 面 の 看 護 」 で あ り , 本 実 習 と し て 手 術 部 , 重 傷 病
棟 な ど 周 手 術 期 全 過 程 展 開 を 通 し て 直 接 患 老 と 関 わ り 看 護 実 践 を 経 験 し て
い る 実 習 力 法 が 効 果 を 及 ほ し て い る と 考 え ら れ た . 達 成 感 が 低 い も の の 理
由 は , 術 前 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン , 苦 痛 の 緩 和 な ど に 関 し た 術 後 看 護 の 関 す








































緩 和 ケ ア セ ン タ ー 見 学 実 習 に 於 け る 学 生 の 死 生 観 に 関 す る 学 び
一 患 渚 ' ・ 劣 訪 矣 と の 対 話 経 験 を と う し て ー
根 本 良 子 , 伊 藤 美 由 紀 , 菊 地 史 子 , 柏 倉 栄 子 , 平 成 1 9 年 2 月 . 第 2 0 回 日 本 が ん
看 護 学 会 学 術 集 会
緩 和 ケ ア セ ン タ ー 見 学 実 習 に 於 け る 学 生 の 死 生 観 に 関 す る 学 び を 明 ら か
に す る こ と を 目 的 と し て , 短 大 生 4 8 名 の 実 習 後 の 課 題 レ ポ ー ト を 質 的 に 分
析 し た 結 果 , 学 生 は , 死 に 直 面 し て い る " 戀 者 と の 対 話 に よ り , 自 己 と 他 者
の 「 死 」 を 身 近 に 捉 え , や が て 死 に ゆ く 存 在 と し て の 生 き 方 を 問 わ れ , そ
の 死 生 観 を 深 め る こ と が 出 来 , 患 者 に と っ て は , 感 情 の 表 出 や 他 者 の 役 に
立 つ 機 会 と な っ て い た
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告 知 か ら 看 取 り 前 後 に お け る が ん 患 者 家 族 の 心 理 過 程
一 遺 族 の 悲 暎 を 和 ら げ る 看 護 援 助 の ぢ 察 一
田 森 桃 子 , 根 本 良 子 , 伊 膿 美 由 紀 , 第 1 2 回 北 日 本 看 護 学 会 学 術 集 会
が 人 で 家 族 を 失 っ た 遺 族 4 名 を 対 象 と し て , 告 知 か ら 看 取 り 前 後 に お け
る 心 理 過 程 に つ い て 面 接 に よ る 開 き と り 調 査 を 行 っ た . 結 果 と し て 遺 族 が
死 別 後 の 地 鄭 焚 を 和 ら げ 前 向 き な 感 恬 を 持 ち 生 き る た め に は , 告 知 時 か ら の
予 後 を 見 通 し た 情 幸 階 是 供 と , " 患 者 家 族 の 心 情 へ の 配 慮 , 家 族 の 患 者 ケ ア ヘ
の 参 加 , 看 取 り 時 に 患 名 の 死 期 を 知 ら せ , 家 族 が 側 で 看 取 る こ と が で き る
よ う 配 感 す る 看 護 援 助 が 必 要 で あ る 事 ・ が 示 唆 さ れ た
V
書 評 ・ 紹 介
1
私 に と っ て 研 修 学 校 と は ( 座 談 会 )
大 端 富 子 、 中 村 睦 子 , 富 田 幾 枝 , 根 本 良 子 , 中 井 敏 子 , 堀 田 美 鈴 , 石 鍋 圭 子 ,
昭 和 5 6 年 Ⅱ 月 , 日 本 看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 創 立 1 0 周 年 記 念 誌 ( 1 6 2 - 1 7 1 頁 )
日 本 看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 は , 看 護 者 の 数 少 な い 卒 業 後 継 続 教 育 機 関 と
し て 発 足 し た . 発 足 後 1 0 年 の 節 Π の 時 期 を 迎 え 卒 業 生 自 身 の 研 修 学 校 に 対
す る 意 味 づ け や 期 待 主 体 的 な 学 習 者 , 看 護 者 と し て の 姿 勢 を 育 む こ と を 主
軸 に お い た 研 修 学 校 の 教 育 に お け る , そ の 後 の 職 業 生 活 へ の 影 響 等 に つ い
て 討 論 し 合 い , 各 人 が 今 後 の 職 業 人 と し て の 生 き 方 へ の 展 望 を 模 索 し た
2
私 に と っ て 研 修 学 校 と は 一 卒 後 継 続 教 育 へ の 期 待 一
根 本 良 子 , 佐 藤 紀 子 , 山 本 市 佃 子 , 小 島 恭 子 , 佐 野 む ね , 平 成 3 年 1 0 月 , 日 本
看 護 協 会 看 護 研 修 学 校 創 立 2 0 周 年 記 念 1 志 ( 1 0 2 、 Ⅱ 0 頁 )
研 修 学 校 の 卒 業 生 が 各 地 で 様 々 な 活 動 を し て い る が , 研 修 学 校 で の 学 び
と 今 後 に 向 け て 卒 業 教 育 へ の 今 日 的 な 提 言 に つ い て 4 人 の 卒 業 生 が 話 し
合 っ た . 看 護 が 社 会 か ら 多 く の 期 待 が 寄 せ ら れ て い る 厳 し い 状 況 の 中 で ,
卒 業 生 は , 問 題 意 識 を 発 展 さ せ て 活 動 を 続 け て い る 例 が 多 く 出 さ れ , 学 ぶ
楽 し さ を 持 ち 続 け な が ら 全 国 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 強 化 し て 専 門 性 を 高 め 交







































手 術 室 に お け る 看 護 過 程 の 実 践 と 専 門 性 の 育 成 の ワ ー ク シ ョ ッ プ ( 第 2 回 )
根 本 良 子 著 , 平 成 8 年 5 月 , ナ ー シ ン グ レ コ ー ド 5 巻 5 号 日 本 総 合 研 究 所
( 4 2 - 4 7 頁 )
7 A O R N ( 手 術 室 看 護 婦 協 会 ) は 手 術 室 ナ ー ス が 周 手 術 期 の 看 護 を 実 践 す
る た め の 指 針 と し て 「 看 護 過 程 」 を 業 務 基 準 と し た 本 稿 で は , 周 手 術 期 に
お け る 看 護 ア セ ス メ ン ト ッ ー ル に 基 づ い た 看 護 過 程 の 展 開 と 要 点 に つ い て
論 じ た
フ . 手 術 室 に お け る 看 護 過 程 の 実 践 と 専 門 性 の 育 成 の ワ ー ケ シ ョ ッ プ ( 第 3  回 )
根 本 良 子 著 , 平 成 8 年 6 月 , ナ ー シ ン グ レ コ ー ド 5 巻 6 号 日 木 総 合 研 究 所
( 4 6 - 5 1 頁 )
1 ね 廿 i c i a m  ら の 看 護 過 程 ハ ン ド ブ ッ ク を 参 考 に し て 乳 癌 の 事 例 に 基 づ き
看 護 過 程 を 展 開 し , 周 手 術 期 に お け る ナ ー ス の 役 割 を 具 体 的 に 示 し た
8 ス ト レ ス 適 応 理 論 そ の 手 術 看 護 へ の 応 用
根 本 良 子 著 , 平 成 8 年 5  阿 , 主 任 & 中 堅 5 巻 5 号 日 本 総 合 研 究 所 ( 4 - 1 2 頁 )
周 手 術 期 患 者 の 理 解 と 看 護 援 助 に 関 し て , 周 手 術 期 看 護 の 目 標 を 達 成 す
る 為 に ス ト ス ・ 適 応 理 論 を 基 盤 と し て ス ト レ ス 因 子 と ス ト レ ス 増 強 過 程 に
つ い て , 主 に 袮 i 前 , 術 後 の 患 者 の 支 え を 中 心 に と り あ げ , 患 者 の 援 助 に つ
い て 考 察 し た
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周 手 術 期 看 護 が め ざ す べ き 目 標 を ' 、 ま え た 看 護 記 録 の あ り 方
根 本 良 子 著 , 平 成 1 1 年 1 2 月 ,  o p e N 山 S i n g 1 4 ( 1 2 ) メ デ ィ カ 出 版 ( 1 頁 )
周 手 術 期 看 護 が め ざ す べ き 目 標 を ふ ま え た 看 護 記 録 に つ い て ,  A O N R が
打 ち 出 し た 患 者 成 果 基 準 の 達 成 の 手 段 と 位 置 づ け 看 護 の 枠 組 み と 一 必 須 の
医 学 情 報 を 組 み 合 わ せ た 術 前 訪 問 , 術 中 記 録 , 術 後 訪 問 の 3 期 か ら な る 周
手 術 期 看 護 記 録 に つ い て 述 べ た
1 0
看 護 実 践 が 見 え る , 記 録 時 問 が 短 く で き る 周 手 術 期 看 護 記 録
根 本 良 子 著 , 平 成 1 2 年 2 月 , 主 任 & 中 堅 9 ( 2 ) 日 本 総 合 研 究 所 ( 6 7 ー フ 4 頁 )
周 手 術 期 看 護 目 標 を 達 成 し , 時 間 短 縮 を 図 る 看 護 記 録 の あ り 方 に つ い
て , 6 つ の 患 者 成 果 基 準 と 周 手 術 期 ア セ ス メ ン ト ツ ー ル , 標 準 看 護 計 画 の
活 用 , フ ォ ー カ ス チ ャ ー テ ィ ン グ の 活 用 の 視 点 か ら 述 べ た
1 1
開 腹 手 術 患 者 の 早 期 離 床 へ の 看 護 援 助 ー ア セ ス メ ン ト と 段 階 的 雜 床 の す す め
方 一
根 本 良 子 著 . 平 成 1 5 年 7 月 , 消 化 器 外 科 N U R S I N G 8 ( フ ) メ デ ィ カ 出 版 ( 1 6 ・
2 2 頁 )
術 後 の 早 期 離 床 を 促 す 為 に 周 手 術 期 全 体 を 視 野 に 入 れ , 心 身 の ス ト レ ス
1 犬 況 を ア セ ス メ ン ト し _ 患 者 の 回 復 へ の エ ネ ル ギ ー を 引 き 出 し 患 者 自 身 が
主 体 的 に 取 り 組 め る よ う な 看 護 援 助 に つ い て 述 べ た
術前は患者の手術の受け入れ,航床阻害因子を把握し_患者とともに退
院時目標を明確にする.術後早期離床の効果,創部痛緩和方法の説明,段
階的雜床方法について実際に練習を行う
術後は離床の時期を適切にアセスメントするために, Mooreの術後過程
の4段階を活用する
第1相(障害期)は,全身的防衛反応により頻脈.体温上昇',尿量減少
となり動きたがらない.りラックス,他動運動,熱布浴などの快の刺激に
より生命力を蓄える.第2相(転換期)は,脈拍,体温は,正常に戻り利
尿がっき,動く意欲がでる.自動運動を進め,初回の立位動作・歩行に付
き添い安心感を持たせ離床を促す事が重要となる
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